
お
客
様

★お買い上げ日：　　　　年　　  月  　　日

保証期間：本体1年間（お買い上げの日から）

★お名前 様

★ご住所　〒　　　　ー　　　　　　

電話　　　　　　（　　　　　）

(注)★印欄に記入のない場合は無効となりますので、必ずご確認ください。

販
売
店

★住所　店名　電話

修理メモ

型　番

商品名

品　番

保証書 持込修理  無料修理規定

※この保証書は、本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修
理をお約束するものです。

※この保証書によって保証書を発行している者(保証責任者)、及
びそれ以外の事業者に対するお客様の法律上の権利を制限す
るものではありません。
※保証期間経過後の修理についてご不明の場合は、お買い上げの
販売店または弊社修理ご相談センターにお問い合わせください。

※お客様にご記入いただいた保証書の内容は、保証期間内のサー
ビス活動及びその後の安全点検活動のために記載内容を利用
させていただく場合がありますので、ご了承ください。

1. 取扱説明書、本体貼付ラベルなどの注意書に従った使用状態で、保証期間内に故障した場合のみ無料
修理いたします。

2. 保証期間内でも次の場合には有料修理となります。
 （イ）使用上の誤り、または、自己修理、分解、調整、改造などによる故障及び損傷
 （ロ）お買い上げ後の輸送、移動、落下などによる故障及び損傷
 （ハ）火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公害、塩害、異常電圧、水掛りなどによる故障及び損傷
 （ニ）消耗または摩耗した部品、付属品の交換
 （ホ）本書のご提示がない場合
 （ヘ）本書にお買い上げ年月日、お客様名、販売店名の記入のない場合、あるいは文字を書きかえられた

場合（但し、販売シールや領収証でも未記入項目の代用となります。）
 （ ト）本品本来の用途以外に使用された場合の故障及び損傷
 （チ）一般家庭用以外(例:業務用、または業務用に準ずる使用方法)で使用された場合の故障及び損傷
3. ご贈答、ご転居などで本保証書に記入のお買い上げ販売店に修理をご依頼になれない場合は、弊社修
理ご相談センターにお問い合わせください。

4. 本書は日本国内においてのみ有効です。　This warranty is valid only in Japan.
5. 本書は再発行いたしませんので紛失しないよう大切に保管してください。

ふりがな

このたびは弊社 電子メモパッドをお買い上げいただき

ありがとうございます。ご使用前にこの取扱説明書をお

読みのうえ、正しく安全にお使いください。この取扱説明

書は、ご使用時にいつでもお読みいただけるよう大切に

保管してください。

保証書付
取扱説明書

電子メモパッド

JIM-H10K（01-2259）

型番（品番）

ここに示してある注意事項は、製品を安全に正しくお使いい
ただき、ご使用になる方や他の方々への危険や損害を未然
に防ぐためのものです。いずれも安全に関する重要な内容
ですので、必ず守ってください。

●電池を子供に触らせない。子供の手が届かない場所に保管する。
・この製品はリチウムコイン形電池を含んでいます。リチウ
ムコイン形電池を飲み込むと、2時間足らずで重大な体内
損傷を引き起こし、死に至る場合があります。
・新しい電池及び使用済みの電池は子供の手が届かないと
ころに保管してください。
・電池トレーがしっかり閉まらない場合は、製品の使用を中
止し、子供の手が届かないところに保管してください。
・電池を飲み込んでしまった、または電池を飲み込んだ疑い
がある場合は、直ちに医師の診断を受けてください。

●万一、電池の液もれを見つけたら、使用を中止する。
・液をよく拭き取ってください。また、液が皮膚や衣類に付着
した場合はすぐに大量の水で洗い流してください。

●万一、電池からもれた液が目に入ったときは、目をこすらず、
すぐに水道水などのきれいな水で十分に洗う。
・失明の原因になります。よく洗い流した後、直ちに医師の診
断を受けてください。

●本機や電池を火中へ投入したり、加熱したり、分解しない。
・感電や電池の液もれ、発熱、破裂のおそれがあります。
●電池をショートさせない。
・感電や電池の液もれ、発熱、破裂のおそれがあります。
●むき出しのまま、他の電池と混ぜて保管しない。
・電池の液もれ、発熱、破裂のおそれがあります。
・保管するときや廃棄するときはビニールテープなどを貼っ
て絶縁してください。

●本機や電池を、直射日光や火などの過度の熱にさらさない。
・故障や電池の液もれ、発熱、破裂のおそれがあります。
●使い切った電池はすぐに本機から取り出す。
・故障や電池の液もれ、発熱、破裂のおそれがあります。

警告
以下の指示を無視して誤った使いかたをすると、
人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容です。

●踏んだり、落としたり、叩くなど、強い力や衝撃を与えない。
・破損することがあります。
●水がかかるところでは使用しない。
・本機は防水仕様ではありません。故障の原因になります。
●ボールペンや金属類など、硬いもので書かない。一点に強い
力を加えない。
・故障の原因になります。必ず専用スタイラスペンをご使用
ください。

●主な仕様に記載した使用環境以外では、使用・保管しない。
・動作不良や故障の原因になります。
●直射日光や高温多湿、振動、ホコリの多い場所で使わない。
・動作不良や故障の原因になります。
●電池を捨てるときは、定められた条例に従う。
●長期間使わないときは、電池を本機から取り出す。
・電池の液もれ、発熱、破裂のおそれがあります。

注意

以下の指示を無視して誤った使いかたをすると、
感電やその他の事故により、けがをしたり、周辺の家財に
損害を与えたりする可能性が想定される内容です。

電　　　　源 DC3V（CR2016コイン形電池×1個）

電池消去回数 約8,000回（新品電池の場合）

液晶耐用回数 約50,000回

使  用  環  境 0～40℃

外  形  寸  法 幅157×高さ253×厚さ8mm（突起物を除く）

質　　　　量 128g

付    属    品 ●動作確認用コイン形電池（本体に装着済み）

 ●専用スタイラスペン（本体に装着済み）

 ●保証書付取扱説明書

※電池消去回数は、1回の電池交換（新品）で書き消しできる回数の目安です。
また、液晶耐用回数は、製品のライフサイクルを通じて繰り返し書き消しでき
る回数の目安です。いずれも目安であり、使用環境により異なります。 
※外観及び仕様は改良のため予告なく変更することがあります。
※本製品に付属するコイン形電池は動作確認用であり、電池性能を保証する
ものではありません（保証の対象外となります）。
※本書のイラストは、実際の製品と一部異なる場合があります。

電子メモパッド　

JIM-H10K 01-2259



この製品には保証書がついておりますので、お買い上げの販売店より
お受け取りください。お受け取りになった保証書は、記載内容及び「販売
店、お買い上げ年月日」などの記入事項をお確かめのうえ、大切に保管
してください。必要事項が記載されていない場合は、すぐにお買い上げ
の販売店にお申し出ください。
a保証期間はお買い上げ日より1年間です。

●調子が悪いときは
修理を依頼される前に、この取扱説明書をよくご覧になり正しく使われ
ているかお調べください。それでも調子が悪いときは、お買い上げの販
売店、または弊社修理ご相談センターにご相談ください。
●保証期間中は
保証書の記載内容に基づいて修理いたします。詳しくは保証書をご覧く
ださい。
●保証期間が過ぎた場合は
修理によって機能が維持できる場合は、お客様のご要望により有料修理
させていただきます。お買い上げの販売店、または弊社修理ご相談セン
ターにご相談ください。

●本機の表面が汚れたら、柔らかい布でから拭きしてください。汚れがひ
どい場合は、水で布を湿らすか、中性洗剤を少し布につけて拭き、その
後にから拭きをしてください。画面（LCD）は強く力を入れて拭かない
でください。

●シンナーやベンジン、アルコールなどは使わないでください。変質した
り、塗料がはげることがあります。

シンナー、ベンジン、
アルコールは
使用しないでください。

画面（LCD）

消去ボタン
ロックスイッチ

スタンド穴
スタイラスペン（スタイラスペンホルダー）

電池トレー

はじめて使うときは
●工場出荷時には、電池トレーに絶縁
シートが差し込まれています。絶縁
シートを引き抜いてからお使いく
ださい。

書きかた
●スタイラスペンをつかって、
文字や絵を書いてください
（電源操作などは不要で、す
ぐに書けます）。

●消すときは消去ボタンを押し
てください。書いた直後（2
秒以内）だと消去できないこ
とがあります。少し待って押し
てください。

消しかた

消去ボタン

スタイラスペンの
取り出しかた
●スタイラスペンの持ち手側を下
に引っ張って取り外します（しま
うときは、ペン先をホルダーの
穴に入れ、矢印と逆の方向に押
し込んでください）。

前面 後面

絶縁シート

後面

ロックスイッチについて
●ロックスイッチを　 側にすると、消去
ボタンを押しても書いたものが消え
ず、誤消去を防ぐことができます。

●細い⊕ドライバーを使って、電池トレーを留めているネジを反時計まわりに回して外します（図1）。
●電池トレーを引き出し、新しい電池と交換します（図2）。
●新しい電池をトレーに添えるようにして、本体に差し込みます。電池トレーの＋の刻印、及び本機の
⊕の刻印、電池の＋が同じ面になるようにしてください（図3）。

●ネジをネジ穴に入れ、⊕ドライバーで時計まわりに回して締めます（図4）。

電池交換の際は
コイン形リチウム電池
（CR2016）

をお使いください。

後面

図1 図4図2 図3

＋の目印

●スタイラスペンをスタンド
穴に差し込むと、立てて置
くことができます。


